
第三次市川市環境基本計画（案） 概要 

 

１．市川市環境基本計画とは  

市川市環境基本条例により策定が義務付けられ、長期的視野に立って環境問題に取り組んでいく環境

政策の大綱となるものです。 

本市では、2012（平成 24）年 3 月に第二次市川市環境基本計画を策定し、計画に基づいて取り組み

を進めてきました。現行計画に計画期間が 2020（令和 2）年度で終了することから、近年の社会動向や

新たな環境課題に対応した次期計画を策定します。 

 

２．計画の基本的事項  

項目 内容 

目的 
市川市環境基本条例第 9 条に基づき、環境の保全及び創造に関する施策の総合

的かつ計画的な推進を図る。 

対象 (1)地球環境 (2)資源循環・廃棄物 (3)自然環境 (4)生活環境 

計画期間 2021 年度～2030 年度（令和 3 年度～令和 12 年度） 

 

３．基本理念ごとの施策  

（１）地球温暖化の防止と気候変動への対応を推進する 【地球環境】 

▶二酸化炭素などの温室効果ガスの排出削減、再生可能エネルギーの利用、緑の保全等による

二酸化炭素吸収源対策などに取り組み、地球温暖化の防止を図ります。 

▶地球温暖化がもたらす気温上昇や極端な気象現象の増加など、顕在化している気候変動へ

の影響に備えます。 

（２）ごみの減量と資源化を推進する 【資源循環・廃棄物】 

▶廃棄物処理に伴う環境負荷を低減するために、3R の取り組みを推進します。 

▶不適正な排出や不法投棄を防止し、適正処理を推進します。 

（３）うるおいのある水辺・緑地を保全し、人と自然とのつながりを形成する 【自然環境】 

▶生物多様性を守ることの必要性を認識し、行動することにより、生き物の生息の場としての

自然環境を守り育てます。 

▶緑地や水辺などの活用や、都市農業・都市型水産業の振興を通じて身近な自然の恵みを実感

し、自然とのふれあいづくりを推進します。 

（４）健康で安全に暮らせる環境を確保する 【生活環境】 

▶大気や水、土壌などを良好な状態に保持することにより、生活環境の保全を図ります。 

▶環境の創造に配慮した視点から、安心・安全で快適な生活環境の整備を推進します。 

（５）環境を良くするために、市民・事業者・市による協働を推進する 【協働】 

▶市民や事業者の環境に対する意識を高め、行動を起こせるようにするため、学校や地域など

様々な場面での環境学習を推進し、取組に携わる人材を育成します。 

▶市民・事業者・市のパートナーシップにより、環境活動への参加を促進します。 

 



 

 

４．各分野の主な課題と施策  

 

〈各分野の主な課題〉                      〈主な施策〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．改定のポイント 

 

① 世界共通の目標である SDGs のゴールを意識し、基本計画における各施策を推進する。 

② 気候変動の備えに関する施策を追加する。 

③ 10 年間の計画である基本計画の取り組みが着実に進むよう、一部の指標について短期目標を

設定する。  

④ 1 人 1 人の行動につながるよう、市民・事業者の取り組みを示した「具体的行動」を追加する。 

■ 地球環境 

  ・二酸化炭素排出量の大幅な削減に向

けた、省エネ・創エネのさらなる普及。 

  ・深刻化する気候変動への対応 

 

■ 資源循環・廃棄物 

  ・プラスチックごみや食品ロスの削減を

中心とした、さらなるごみの減量 

  ・排出ルールの徹底 

 

■ 自然環境 

  ・生物多様性への理解と、生物多様性

の保全につながる行動の実践 

  ・市民が自然に親しみ、ふれあえる場の

整備 

 

■ 生活環境 

  ・海域へ流入する汚濁物質のさらなる

低減 

  ・より快適で住み良い環境の実現 

 

■ 協働 

・環境、経済、社会を意識した環境学習

の実施 

・情報発信方法の工夫 

・新たなイベント需要の発掘 

 

・建物の断熱化、省エネ設備の導入 

・次世代自動車等の普及促進 

・再生可能エネルギー設備の導入 

・熱中症等に関する情報提供 

・生ごみの減量対策、資源化 

・ワンウェイプラスチックの削減 

・分別の徹底に向けた広報や啓発の 

強化 

・体験型イベントの開催（観察会等） 

・緑地や水辺の保全 

・都市公園等の整備 

・環境の状況を把握するための調査 

及び工場や事業所への監視・指導 

・景観の保全、形成 

・街なかの緑化、ガーデニングの推進 

・SDGs のゴールに紐づけた環境学習

の実施 

・様々な媒体による環境情報の提供 

・各主体との協働によるイベントや  

啓発活動の実施 
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６．計画の体系図  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

3R の推進 

廃棄物の適正処理の 

推進 

生物多様性の保全再生 

（自然環境の保全再生） 

地球温暖化の防止と気候

変動への対応を推進する 

健康で安全に暮らせる環境

を確保する 

み
ん
な
で
築
く 

身
近
に
自
然
を
感
じ
る
文
化
の
ま
ち 

い
ち
か
わ 

自然とのふれあいづくり 

生活環境の保全 

地球温暖化の防止 

地球温暖化への備え 

環境学習の推進 

うるおいのある水辺・緑地

を保全し、人と自然との 

つながりを形成する 

環境活動への参加の 

促進 

環境を良くするために、

市民・事業者・市による

協働を推進する 

・温室効果ガスの排出削減 

・再生可能エネルギー利用の推進 

・二酸化炭素吸収源対策の推進 

基本目標 基本理念 

・気候変動による影響への適応 

施策の分野 

・生物多様性の保全再生 

・生き物の生息の場の保全再生 

・大気、水、地質環境の保全 

・騒音、振動及び悪臭の防止 

・化学物質等の適正な管理 

・放射線量低減対策の推進 

安全・安心で快適な 

生活環境の整備 

・環境学習の実施 

・環境学習推進体制の整備 

ごみの減量と資源化を 

推進する 

施策の方向 

・廃棄物の発生及び排出の抑制 

・資源の循環的な利用の推進 

・廃棄物の適正処理の確保 

・一般廃棄物処理体制の整備 

・水や緑とのふれあいの場の確保 

・都市農業、都市型水産業の振興 

・環境にやさしいまちづくり 

・環境情報の提供 

・環境に配慮した活動の促進 

・協働による環境活動の推進 
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